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内容の要旨および審査の結果の要旨
最近，自閉症の本態を言語および認知の障害に求める考えかたとともに，自閉症児の示す固執傾向，反
響言語，抽象語の使用困難などを前頭葉症候群としてとらえる傾向にもある。本研究では自閉症および精
神遅滞を対象に認知機能を反映するとされる事象関連電位P300および前頭葉機能を反映するとされる神
経心理学的検査バッテリーを施行し，自閉症に前頭葉機能障害を示す所見が認められるか否かを検索する
とともに，Ｐ300所見と各指標間の関連を検討することによって，自閉症におけるP300の臨床的意義を明
らかにすることを目的とした。
アメリカ精神医学会のDSMm-Rの診断基準をみたす自閉症の９名（男子，平均年齢16歳２か月，自閉
群）および精神遅滞７名（男子３名，女子４名，平均年齢17歳１か月，遅滞群）を対象とし，聴覚刺激に
よるオドポール課題を用いた事象関連電位P300の測定，知能検査，前頭葉機能を反映する神経心理学的
検査バッテリー，利き手の検査，小児自閉症評定尺度（childhoodautismratingscale，OARS）
による臨床症状評価を施行し，両群の認知機能および前頭葉機能について比較検討した。神経心理学的検
査バッテリーとしてWisconsincardsortingtest（ＷCST)，Chapuis迷路テスト，Wechsler児童
用知能検査改訂版（ＷＩＳＣ－Ｒ）の迷路問題および語産生能力検査（wordfluencytest，WFT）を用
いた。得られた成績は次のごとく要約される。
１．知能指数は全知能指数（FIQ)，言語性知能指数（VIQ)，動作性知能指数（PIQ）ともに両群間に有
意差を認めなかった。また年齢，利き手の分布にも有意差を認めなかった。さらに非服薬例（自閉症６
名，遅滞群５名）に限定した場合も，年齢，知能指数，利き手の分布に有意差を認めなかった。
２．脳波のＦＺ，Ｃｚ，Ｐｚ，Ｔ５，Ｔ`の各誘導においてP300成分の両群間比較を行ったこところ，振幅に
は有意差はなく，Ｐｚにおける潜時が自閉群で延長する傾向を認めた。
３．自閉群でWCSTのNelsonの保続的誤り数が大きかった。
４．CARSの総得点は自閉群で有意に高かった。自閉群において，P300潜時とＣＡＲｓの下位項目である，
「人との関係｣，「情緒反応｣，「物の扱い方｣，「変化への適応｣，「味覚，嗅覚，触覚反応とその使い
方｣，「言語性のコミュニケーション｣，「活動水準｣，「知的機能の水準とバランス｣，「全体的な印象」
の得点との間に相関がみられた一方，振幅との間には，「全体的な印象」の得点以外には有意な相関が
みられなかった。
以上，前頭葉機能検査の一部で自閉群における成績低下がうかがわれたものの，統計学的に明らかなも
のではなかったことから，自閉症に前頭葉機能障害群と非前頭葉機能障害群が存在する可能性が考えられ
た。また，自閉群においてP300潜時とＣＡＲｓ得点の間に多くの相関を認めた一方，振幅との間にはほと
んど相関がなかったことと，両群間比較において，自閉群に潜時の延長傾向がみられたことを合わせ考え
ると，自閉症の病態生理学的特徴を表す指標として，Ｐ300振幅よりも潜時が有用であることが示唆され
た。
以上，本研究は知能指数の低い自閉症児に対しても，その病態解明にＰ300測定の可能性を広げたもの
であり，児童精神医学に寄与する論文と評価された。
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